
【
｛
・
守
「
▽
■
‐
▼
』
く
み
（

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ⅱ
■
Ｂ
■
０
０
０
０
０
０
０
Ⅱ
０
１
０
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
０
Ｉ
 去
る
二
月
一
四
’
’
五
日
、
奈
良
あ
や
め
池
桃
山
荘
に
於
て
、
社

団
法
人
部
落
解
放
研
究
所
主
催
の
第
三
回
部
落
解
放
研
究
者
会
議
が

行
な
わ
れ
た
。
当
日
の
参
加
者
は
一
八
一
一
名
で
、
住
田
利
雄
理
事
の
開

江
会
挨
拶
の
後
、
原
田
伴
彦
理
事
長
よ
り
主
催
者
代
表
の
挨
拶
が
あ
っ

縦
た
。
つ
い
で
、
林
広
司
・
大
阪
府
同
和
教
育
企
一
画
三
一
一
長
、
吉
原
賢
太

鐡
郎
・
大
阪
市
同
和
対
策
部
長
か
ら
来
賓
挨
拶
を
受
け
た
。

儲
つ
い
て
、
記
念
講
演
と
し
て
「
国
際
障
害
者
年
」
を
統
一
テ
ー
マ

研
に
、
銭
本
一
一
一
千
年
・
点
字
毎
日
新
聞
編
集
長
、
楠
敏
雄
・
全
国
障
害

鰍
者
解
放
運
動
連
絡
会
議
事
務
局
長
、
平
沢
徹
・
部
落
解
放
同
盟
大
阪

雛
府
連
生
活
対
策
部
長
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
問
題
提
起
が
な
さ
れ
た
。

烟
夜
は
、
人
権
・
啓
発
、
行
政
・
経
済
、
教
育
・
文
化
、
歴
史
・
理

第
論
の
四
部
門
に
分
か
れ
、
八
○
年
度
の
活
動
報
告
と
一
八
一
年
度
研
究

１
活
動
に
つ
い
て
論
議
が
な
さ
れ
た
。

第
三
回
部
落
解
放
研
究
者
会
議
を
終
え
て

Ｆ
←
『

▲
ず

部
落
解
放
研
究
所
研
究
部
事
務
局

第
二
日
目
は
部
門
別
会
議
の
報
告
を
各
事
務
局
よ
り
行
な
っ
た
。

そ
れ
に
対
し
て
、
若
干
の
質
疑
応
答
を
行
な
い
、
ま
と
め
と
し
て
、

大
賀
正
行
・
部
落
解
放
研
究
所
研
究
部
長
が
①
三
大
闘
争
に
か
か
わ

る
テ
ー
マ
の
研
究
、
②
部
落
史
と
部
落
解
放
理
論
に
か
か
わ
る
テ
ー

マ
の
研
究
、
③
解
放
教
育
に
か
か
わ
る
テ
ー
マ
の
研
究
の
三
つ
の
課

題
を
提
起
し
、
「
八
○
年
代
を
迎
え
、
き
び
し
い
内
外
の
情
勢
と
政
府

・
独
占
の
急
速
な
反
動
化
、
軍
事
大
国
化
が
す
す
ん
で
い
る
が
、
こ

う
し
た
時
代
こ
そ
運
動
に
確
固
た
る
理
論
的
基
礎
を
与
え
、
反
撃
の

方
向
を
さ
し
示
す
研
究
活
動
が
必
要
と
さ
れ
る
時
で
あ
る
」
と
し
、

現
在
、
重
要
な
局
面
に
あ
る
「
特
別
措
置
法
」
強
化
・
改
正
の
闘
い

の
情
況
が
非
常
に
厳
し
い
こ
と
、
国
民
的
世
論
を
ま
き
こ
ん
だ
大
き

な
渦
の
闘
い
と
し
て
い
く
た
め
に
、
研
究
員
各
位
の
一
層
の
協
力
を

訴
え
、
ま
と
め
と
し
、
研
究
者
会
議
を
終
え
た
。

（
二
月
一
四
’
一
五
日
）

研究部
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